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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 9月 11日 (2006.9.11)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ゲ ー ト と 、 ソ ー ス 領 域 お よ び ド レ ン 領 域 と の 間 に 、 そ れ ぞ れ サ イ ド ウ ォ ー ル を 有 す る Ｍ
Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ に お い て 、
　 前 記 ゲ ー ト 、 ソ ー ス 領 域 、 お よ び ド レ ン 領 域 の 表 層 に 形 成 さ れ た 酸 化 膜 を 、 プ ラ ズ マ に
よ り 活 性 化 さ れ た Ｎ ２ ガ ス お よ び Ｈ ２ ガ ス に 添 加 す る こ と で 活 性 化 さ れ た Ｎ Ｆ ３ ガ ス と 反
応 さ せ て 、 生 成 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 形 成 さ れ た 前 記 生 成 膜 を 加 熱 し て 気 化 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 酸 化 膜 を 除 去 す る 工 程 と
、
　 前 記 酸 化 膜 が 除 去 さ れ た 前 記 ゲ ー ト 、 ソ ー ス 領 域 、 お よ び ド レ ン 領 域 の 表 面 に 金 属 を 成
膜 す る 工 程 と 、
　 前 記 金 属 膜 が 成 膜 さ れ た 前 記 ゲ ー ト 、 ソ ー ス 領 域 、 お よ び ド レ ン 領 域 を ４ ５ ０ ～ ５ ５ ０
℃ で ア ニ ー ル し て 、 前 記 ゲ ー ト 、 ソ ー ス 領 域 、 お よ び ド レ ン 領 域 の 表 層 に 金 属 シ リ サ イ ド
を 形 成 す る 工 程 と 、
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 基 板 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 成 膜 さ れ る 金 属 は 、 Ｃ ｏ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 基 板 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 成 膜 さ れ る 金 属 は 、 Ｎ ｉ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 基 板 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 金 属 を 成 膜 す る 工 程 と 、 前 記 金 属 シ リ サ イ ド を 形 成 す る 工 程 と の 間 に 、 前 記 成 膜 さ
れ た 金 属 膜 上 に 当 該 金 属 膜 の 酸 化 を 防 止 す る 酸 化 防 止 膜 を 成 膜 す る 工 程 を 更 に 備 え た こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 基 板 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】



　 前 記 酸 化 防 止 膜 は 、 Ｔ ｉ Ｎ 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 基 板 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ４ ５ ０ ～ ５ ５ ０ ℃ の ア ニ ー ル に よ り 形 成 さ れ た 金 属 シ リ サ イ ド を ６ ５ ０ ℃ 以 上 の 温
度 で 再 度 ア ニ ー ル す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 基 板 処 理 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 名 称 】 基 板 処 理 方 法
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 金 属 シ リ サ イ ド 層 を Ｓ ｉ 系 材 料 層 の 表 層 に 形 成 す る 基 板 処 理 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 半 導 体 装 置 の 高 集 積 化 に 伴 い 、 例 え ば Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ に お い て 、 不 純 物 拡 散 層 で あ る ソ ー
ス （ ソ ー ス 領 域 ） 、 ド レ イ ン （ ド レ イ ン 領 域 ） の 低 抵 抗 化 が 重 要 に な っ て き て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 不 純 物 拡 散 層 の 低 抵 抗 化 の 手 法 と し て は 、 電 気 抵 抗 の 低 い 金 属 シ リ サ イ ド 層 を 不 純
物 拡 散 層 の 表 面 に 形 成 す る シ リ サ イ ド 化 手 法 が 開 発 さ れ て い る 。 シ リ サ イ ド 化 手 法 は 、 Ｓ
ｉ 系 材 料 層 の 全 面 に シ リ サ イ ド 化 で き る 金 属 膜 を 薄 く 堆 積 さ せ 、 熱 処 理 （ シ リ サ イ ド 化 ア
ニ ー リ ン グ ） を 施 し て 、 金 属 膜 と Ｓ ｉ 系 材 料 層 と が 接 触 し た 部 分 で シ リ サ イ ド 化 反 応 を 進
行 さ せ 、 金 属 シ リ サ イ ド を 形 成 す る 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の シ リ サ イ ド 化 工 程 を 行 う に は 、 そ の 前 工 程 と し て 、 Ｓ ｉ 系 材 料 層 の 表 面 に 形 成 さ れ
て い る 自 然 酸 化 膜 を 除 去 す る 必 要 が あ る 。 従 来 、 こ の 自 然 酸 化 膜 の 除 去 方 法 と し て は 、 Ｄ
Ｈ Ｆ （ Ｈ Ｆ /Ｈ ２ Ｏ ） 等 の ウ エ ッ ト 洗 浄 が 採 用 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 の 技 術 に 関 す る 特 許 文 献 と し て は 、 以 下 の も の が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ １ ５ ６ ６ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － ３ ３ ５ ３ １ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ で 、 こ の Ｄ Ｈ Ｆ 洗 浄 を 採 用 す る 方 法 で は 、 金 属 シ リ サ イ ド 層 の 抵 抗 値 を 十 分 に 下
げ る に は 、 ア ニ ー ル 工 程 で ５ ５ ０ ℃ 以 上 に 加 熱 す る 必 要 が あ る 。 図 ６ は こ れ を 示 す グ ラ フ
で あ っ て 、 Ｄ Ｈ Ｆ 洗 浄 を 採 用 し た 場 合 、 コ バ ル ト シ リ サ イ ド の 抵 抗 値 を ６ ０ ohm/sq程 度 に
抑 え る に は 、 ５ ５ ０ ℃ 以 上 に 加 熱 す る 必 要 が あ る こ と が わ か る 。 こ れ は 、 Ｄ Ｈ Ｆ 洗 浄 を し
て も な お Ｓ ｉ 系 材 料 層 表 面 に 僅 か な が ら 酸 化 膜 が 残 存 し 、 そ の た め シ リ サ イ ド 化 の た め に
よ り 多 く の エ ネ ル ギ を 必 要 と す る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 加 熱 温 度 を 高 く す る と 、 こ の 高 温 ア ニ ー ル に 起 因 す る 熱 履 歴 が 基 板 中 の
不 純 物 の 分 布 に 好 ま し く な い 影 響 を 与 え て し ま う と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ っ て 、 金 属 シ リ サ イ ド 形 成 の
た め の 高 温 処 理 を 必 要 と し な い 基 板 処 理 方 法 及 び 基 板 処 理 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し
て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 本 発 明 は 、 ゲ ー ト と 、 ソ ー ス 領 域 お よ び ド レ ン 領 域 と の 間 に 、 そ れ ぞ れ サ イ ド ウ ォ ー ル
を 有 す る Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ に お い て 、
　 前 記 ゲ ー ト 、 ソ ー ス 領 域 、 お よ び ド レ ン 領 域 の 表 層 に 形 成 さ れ た 酸 化 膜 を 、 プ ラ ズ マ に
よ り 活 性 化 さ れ た Ｎ ２ ガ ス お よ び Ｈ ２ ガ ス に 添 加 す る こ と で 活 性 化 さ れ た Ｎ Ｆ ３ ガ ス と 反
応 さ せ て 、 生 成 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 形 成 さ れ た 前 記 生 成 膜 を 加 熱 し て 気 化 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 酸 化 膜 を 除 去 す る 工 程 と
、
　 前 記 酸 化 膜 が 除 去 さ れ た 前 記 ゲ ー ト 、 ソ ー ス 領 域 、 お よ び ド レ ン 領 域 の 表 面 に 金 属 を 成
膜 す る 工 程 と 、
　 前 記 金 属 膜 が 成 膜 さ れ た 前 記 ゲ ー ト 、 ソ ー ス 領 域 、 お よ び ド レ ン 領 域 を ４ ５ ０ ～ ５ ５ ０
℃ で ア ニ ー ル し て 、 前 記 ゲ ー ト 、 ソ ー ス 領 域 、 お よ び ド レ ン 領 域 の 表 層 に 金 属 シ リ サ イ ド
を 形 成 す る 工 程 と 、
を 備 え た 基 板 処 理 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 例 え ば 、 前 記 成 膜 さ れ る 金 属 は 、 Ｃ ｏ や Ｎ ｉ で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 金 属 を 成 膜 す る 工 程 と 、 前 記 金 属 シ リ サ イ ド を 形 成 す る 工 程 と の 間 に 、 前 記 成 膜 さ
れ た 金 属 膜 上 に 当 該 金 属 膜 の 酸 化 を 防 止 す る 酸 化 防 止 膜 を 成 膜 す る 工 程 を 更 に 備 え て い て
も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 例 え ば 、 前 記 酸 化 防 止 膜 は 、 Ｔ ｉ Ｎ 膜 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 ４ ５ ０ ～ ５ ５ ０ ℃ の ア ニ ー ル に よ り 形 成 さ れ た 金 属 シ リ サ イ ド を ６ ５ ０ ℃ 以 上 の 温
度 で 再 度 ア ニ ー ル し て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に あ っ て は 、 Ｄ Ｈ Ｆ 洗 浄 を 採 用 し て 酸 化 膜 を 除 去 す る 場 合 に 比 し て 、 金 属 シ リ サ
イ ド を 形 成 す る た め の ア ニ ー ル 工 程 を よ り 低 温 で 行 う こ と が で き る 。 こ の た め 、 高 温 ア ニ
ー ル に 起 因 す る 熱 履 歴 が 基 板 中 の 不 純 物 の 分 布 に 好 ま し く な い 影 響 を 与 え る こ と を 防 止 す
る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 に よ る 基 板 処 理 方 法 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 １ な い し 図 ６ を 参 照 し て 説 明
す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 処 理 方 法 が 適 用 さ れ る Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ １ １ を 示 す 断 面 図 で あ る 。 こ の 図
に お い て 符 号 １ ３ は Ｓ ｉ 基 板 を 示 す 。 こ の Ｓ ｉ 基 板 １ ３ の 両 側 に は 不 純 物 拡 散 層 で あ る ソ
ー ス １ ５ と ド レ ン １ ７ が 設 け ら れ て い る 。 こ の ソ ー ス １ ５ 、 ド レ ン １ ７ の 間 の Ｓ ｉ 基 板 が
露 出 し て い る 部 分 に は ゲ ー ト 酸 化 膜 １ ９ を 介 し て 多 結 晶 シ リ コ ン か ら な る ゲ ー ト ２ １ が 設
け ら れ て い る 。 そ し て 、 こ の ゲ ー ト ２ １ の 両 側 に は 、 サ イ ド ウ ォ ー ル ２ ３ が 設 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う な Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ １ １ は 、 図 ４ に 示 す よ う な 基 板 処 理 装 置 ４ １ で 処 理 さ れ る 。 こ
の 基 板 処 理 装 置 ４ １ は 、 中 央 部 に 搬 送 室 ４ ３ を 有 し て い る 。 こ の 搬 送 室 ４ ３ に は 、 ウ エ ハ
搬 送 用 の 搬 送 装 置 が 設 け ら れ て い る 。 こ の 搬 送 室 ４ ３ の 内 部 は 、 非 反 応 性 雰 囲 気 、 例 え ば
真 空 に な さ れ て お り 、 ウ エ ハ Ｗ の 搬 送 中 に ウ エ ハ Ｗ に 自 然 酸 化 膜 が 発 生 す る こ と を 抑 制 す
る こ と が で き る 。 こ の 搬 送 室 ４ ３ に は 、 未 処 理 ウ エ ハ Ｗ を 搬 送 室 ４ ３ に 搬 入 す る た め の ロ
ー ド ロ ッ ク 室 ４ ５ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の ロ ー ド ロ ッ ク 室 ４ ５ の 反 対 側 に は 、 搬 送 室 ４ ３ に 接 続 し て 低 温 処 理 室 ４ ７ が 設 け ら
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れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 低 温 処 理 室 ４ ７ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 真 空 引 き の で き る 処 理 容 器 ４ ９ を 有 し て お
り 、 こ の 処 理 容 器 ４ ９ 内 に は 処 理 さ れ る ウ エ ハ Ｗ を 載 置 す る 載 置 台 ５ １ が 設 け ら れ て い る
。 一 方 、 こ の 処 理 容 器 ４ ９ の 天 井 壁 に は プ ラ ズ マ 形 成 管 ５ ３ が 設 け ら れ 、 こ の プ ラ ズ マ 形
成 管 ５ ３ を 通 っ て 、 プ ラ ズ マ に よ っ て 活 性 化 さ れ た Ｎ ２ ガ ス 、 Ｈ ２ ガ ス が 処 理 容 器 ４ ９ 内
に 供 給 さ れ る 。 こ の プ ラ ズ マ 形 成 管 ５ ３ の 下 端 に は 、 下 方 に 向 か っ て 傘 状 に 広 が っ た 覆 い
部 材 ５ ５ が 接 続 さ れ て お り 、 載 置 台 ５ １ 上 の ウ エ ハ Ｗ に 向 か っ て ガ ス を 効 率 的 に 流 下 で き
る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 覆 い 部 材 ５ ５ の 内 周 側 に は 、 多 数 の ガ ス 孔 ５ ７ を 有 す る 環 状 の シ ャ ワ ー ヘ ッ ド ５
９ が 配 設 さ れ 、 こ の シ ャ ワ ー ヘ ッ ド ５ ９ に は 、 連 通 管 ６ １ が 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ
の 連 通 管 ６ １ を 通 っ て Ｎ Ｆ ３ ガ ス が シ ャ ワ ー ヘ ッ ド ５ ９ に 供 給 さ れ 、 多 数 の ガ ス 孔 ５ ７ か
ら 覆 い 部 材 ５ ５ 内 に 供 給 さ れ る 。 こ の よ う に し て 、 こ の 覆 い 部 材 ５ ５ 内 で Ｎ Ｆ ３ ガ ス が Ｎ

２ 、 Ｈ ２ の 活 性 ガ ス 種 に 衝 突 し て 、 Ｎ Ｆ ３ ガ ス も 活 性 化 す る 。 そ し て 、 こ の 活 性 化 し た Ｎ
Ｆ ３ ガ ス が ウ エ ハ Ｗ 上 の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の 表 面 に 形 成 さ れ た 自 然 酸 化 膜 と 反 応 し て 、 生 成 膜
が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 低 温 処 理 室 ４ ７ の 隣 に は 、 加 熱 室 ７ １ が 搬 送 室 ４ ３ に 接 続 し て 設 け ら れ て い る 。 こ の 加
熱 室 ７ １ に は 、 ウ エ ハ Ｗ が 低 温 処 理 室 ４ ７ か ら 搬 送 室 ４ ３ を 経 由 し て 搬 入 さ れ る 。 こ こ で
は 、 低 温 処 理 室 ４ ７ で ウ エ ハ Ｗ 上 の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の 表 面 に 形 成 さ れ た 生 成 膜 を 加 熱 す る こ
と に よ っ て 、 気 化 さ せ 、 ウ エ ハ 表 面 を 洗 浄 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 低 温 処 理 室 ４ ７ の 加 熱 室 ７ １ と 反 対 の 側 に は 、 Ｃ ｏ ス パ ッ タ リ ン グ 室 ８ １ が 搬 送 室
４ ３ に 接 続 し て 設 け ら れ 、 こ の Ｃ ｏ ス パ ッ タ リ ン グ 室 の 隣 に は 、 Ｔ ｉ Ｎ ス パ ッ タ リ ン グ 室
８ ３ が 同 様 に 搬 送 室 ４ ３ に 接 続 し て 設 け ら れ て い る 。 こ の Ｃ ｏ ス パ ッ タ リ ン グ 室 ８ １ で は
、 洗 浄 さ れ た Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の 表 面 に ス パ ッ タ リ ン グ に よ っ て Ｃ ｏ 膜 を 形 成 す る 。 そ し て 、
次 の Ｔ ｉ Ｎ ス パ ッ タ リ ン グ 室 ８ ３ で は 、 さ ら に こ の Ｃ ｏ 膜 の 上 に Ｔ ｉ Ｎ 膜 を ス パ ッ タ リ ン
グ に よ っ て 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 Ｔ ｉ Ｎ ス パ ッ タ リ ン グ 室 ８ ３ の 隣 に は 、 ア ニ ー ル 室 ８ ５ が 搬 送 室 ４ ３ に 接 続 し て 設 け ら
れ て い る 。 こ の ア ニ ー ル 室 ８ ５ は 、 Ｃ ｏ 成 膜 が な さ れ た ウ エ ハ Ｗ に ア ニ ー ル 工 程 を 施 す と
こ ろ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 加 熱 室 ７ １ の 隣 に は 、 冷 却 室 ８ ７ が 搬 送 室 ４ ３ に 接 続 さ れ て 設 け ら れ て い る 。 こ
こ は 、 処 理 さ れ て 加 熱 さ れ た ウ エ ハ Ｗ を 冷 却 す る こ と に よ っ て 、 ウ エ ハ が 反 応 性 雰 囲 気 に
戻 っ て も 、 反 応 し な い よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 こ の よ う な 基 板 処 理 室 ４ １ を 用 い て Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ に シ リ サ イ ド 化 処 理 を 行 う 方 法
に つ い て 図 １ な い し 図 ３ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま ず 、 図 １ に 示 す よ う な Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ を 、 図 ４ に 示 す 低 温 処 理 室 ４ ７ に 搬 入 す る 。 そ し
て 、 こ の 中 で 活 性 化 さ れ た Ｎ Ｆ ３ と 自 然 酸 化 膜 と を 反 応 さ せ 、 生 成 膜 を 形 成 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 つ い で 、 こ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ を 加 熱 室 ７ １ に 搬 入 し て 加 熱 し 、 生 成 膜 を 気 化 さ せ て 洗 浄 を
行 う （ 以 下 こ の 洗 浄 方 法 を Ｎ Ｏ Ｒ 洗 浄 と い う ） 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う に し て 、 表 面 が 洗 浄 さ れ た Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ を 、 ま ず Ｃ ｏ ス パ ッ タ リ ン グ 室 ８ １ に
搬 入 し 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 表 面 に Ｃ ｏ 膜 ９ １ を 形 成 し 、 Ｔ ｉ Ｎ ス パ ッ タ リ ン グ 室 ８ ３ に
搬 入 し て 、 そ の 表 面 に Ｔ ｉ Ｎ 膜 ９ ３ を 形 成 す る 。 こ の Ｔ ｉ Ｎ 膜 ９ ３ は Ｃ ｏ 膜 ９ １ が 酸 化 す

(4) JP 2005-93909 A5 2006.10.26



る の を 防 止 す る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 つ い で 、 こ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ を ア ニ ー ル 室 ８ ５ に 搬 入 す る 。 そ し て 、 こ こ で 低 温 （ ４ ５ ０
～ ５ ５ ０ ℃ ） で ア ニ ー ル を 行 い 、 ソ ー ス １ ５ 、 ド レ ン １ ７ 、 ゲ ー ト ２ １ 表 面 に Ｃ ｏ Ｓ ｉ 層
９ ５ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ こ で 、 低 温 （ ４ ５ ０ ～ ５ ５ ０ ℃ ） ア ニ ー ル が 可 能 な の は 、 以 下 の 理 由 に よ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 す な わ ち 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 Ｎ Ｏ Ｒ 洗 浄 を 採 用 し た 場 合 、 ア ニ ー ル 温 度 ４ ５ ０ ～ ５ ５
０ ℃ で 、 コ バ ル ト シ リ サ イ ド の 抵 抗 を ６ ０ ohm/sqに す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 こ の 基 板
処 理 方 法 に あ っ て は 、 Ｄ Ｈ Ｆ 洗 浄 を 採 用 し た 場 合 と 異 な り 遙 か に 低 温 で ア ニ ー ル で き る こ
と に な り 、 高 温 ア ニ ー ル に 起 因 す る 熱 履 歴 が 基 板 中 の 不 純 物 の 分 布 に 好 ま し く な い 影 響 を
与 え て し ま う こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 つ ぎ に 、 こ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ を 搬 送 室 ４ ３ と ロ ー ド ロ ッ ク 室 ４ ５ を 通 っ て 搬 出 し 、 メ タ ル
洗 浄 室 （ 図 示 せ ず ） に 搬 入 す る 。 そ し て 、 こ こ で Ｓ Ｐ Ｍ 洗 浄 を 行 い 、 残 存 し て い る Ｃ ｏ 膜
と Ｔ ｉ Ｎ 膜 を 除 去 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ の 後 、 こ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ を メ タ ル 洗 浄 室 か ら 搬 出 し 第 ２ ア ニ ー ル 室 （ 図 示 せ ず ） に 搬
入 し て ６ ５ ０ ℃ 以 上 で 再 度 ア ニ ー ル を 行 う 。 こ れ に よ っ て 、 ソ ー ス １ ５ 、 ド レ ン １ ７ 、 ゲ
ー ト ２ １ の 表 面 に 形 成 さ れ た Ｃ ｏ Ｓ ｉ 層 ９ １ を Ｃ ｏ Ｓ ｉ ２ 層 ９ ７ に 変 化 さ せ 、 Ｃ ｏ シ リ サ
イ ド 層 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う に 、 上 記 基 板 処 理 方 法 に あ っ て は 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ １ １ の ゲ ー ト ２ １ 、 ソ ー ス １
５ 、 ド レ ン １ ７ 表 層 に 形 成 さ れ た 自 然 酸 化 膜 を 、 活 性 化 さ れ た Ｎ Ｆ ３ ガ ス で 除 去 し 、 こ の
自 然 酸 化 膜 が 除 去 さ れ た ゲ ー ト ２ １ 、 ソ ー ス １ ５ 、 ド レ ン １ ７ の 表 面 に Ｃ ｏ 膜 ９ １ を 形 成
し 、 こ の Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ に 対 し て 低 温 ア ニ ー ル （ ４ ５ ０ ～ ５ ５ ０ ℃ ） を 行 い 、 こ の Ｃ ｏ 膜 ９
１ と 、 ゲ ー ト ２ １ 、 ソ ー ス １ ５ 、 ド レ ン １ ７ の シ リ コ ン 化 合 物 と を 反 応 さ せ て こ の シ リ コ
ン 化 合 物 の 表 層 に 金 属 シ リ サ イ ド 層 を 形 成 す る よ う に し て い る 。 従 っ て 、 自 然 酸 化 膜 を Ｄ
Ｈ Ｆ 洗 浄 を 採 用 し て 除 去 す る 場 合 に 比 し て 、 ア ニ ー ル 工 程 を よ り 低 温 で 行 う こ と が で き 、
高 温 ア ニ ー ル に 起 因 す る 熱 履 歴 が 基 板 中 の 不 純 物 の 分 布 に 好 ま し く な い 影 響 を 与 え る こ と
を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 Ｃ ｏ 膜 ９ １ の 表 面 に Ｔ ｉ Ｎ 膜 ９ ３ を 成 膜 し て い る か ら 、 Ｃ ｏ 膜 形 成 後 に Ｃ ｏ 膜 が
酸 化 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 上 記 基 板 処 理 装 置 ４ １ に あ っ て は 、 シ リ コ ン 化 合 物 の 表 層 に 形 成 さ れ た 酸 化 膜 に
活 性 化 さ れ た 反 応 ガ ス を 反 応 さ せ て 生 成 膜 を 形 成 す る 低 温 処 理 室 ４ ７ と 、 こ の 生 成 膜 が 形
成 さ れ た シ リ コ ン 化 合 物 を 加 熱 し て 、 前 記 生 成 膜 を 気 化 さ せ て 除 去 す る 加 熱 室 ７ １ と 、 前
記 生 成 膜 が 除 去 さ れ た シ リ コ ン 化 合 物 の 表 面 に 金 属 を 成 膜 す る Ｃ ｏ ス パ ッ タ リ ン グ 室 ８ １
と 、 前 記 低 温 処 理 室 ４ ７ と 前 記 加 熱 室 ７ １ と Ｃ ｏ ス パ ッ タ リ ン グ 室 ８ １ と に 接 続 さ れ 、 こ
れ ら 低 温 処 理 室 ４ ７ と 加 熱 室 ７ １ と Ｃ ｏ ス パ ッ タ リ ン グ 室 ８ １ と の 間 で ウ エ ハ を 非 反 応 性
雰 囲 気 で 搬 送 す る 搬 送 装 置 を 有 す る 搬 送 室 ４ ３ と を 備 え て い る か ら 、 酸 化 膜 除 去 、 Ｃ ｏ 膜
形 成 、 Ｃ ｏ シ リ サ イ ド 層 形 成 を 効 率 よ く 行 う こ と が で き る と と も に 、 こ れ ら の 工 程 中 に 不
必 要 な 酸 化 が 生 ず る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 上 記 実 施 の 形 態 に お い て は 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ゲ ー ト 、 ソ ー ス 、 ド レ ン 表 面 に Ｃ ｏ
膜 を 形 成 す る 工 程 の 後 に 、 Ｃ ｏ シ リ サ イ ド を 形 成 す る 工 程 を 行 う よ う に し て い る が 、 こ れ
に 限 る 必 要 は な く 、 ゲ ー ト 、 ソ ー ス 、 ド レ ン 表 面 に Ｃ ｏ 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、 Ｃ ｏ シ リ サ
イ ド を 形 成 す る 工 程 と を 同 時 に 行 う よ う に し て も よ い 。 こ の よ う に す れ ば 、 工 程 を 短 縮 す
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る こ と が で き 、 ス ル ー プ ッ ト を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 に お い て は 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ゲ ー ト 、 ソ ー ス 、 ド レ ン 表 面 に Ｃ ｏ
膜 を 形 成 す る よ う に し て い る が 、 こ れ に 限 る 必 要 は な く 、 Ｎ ｉ 膜 を 形 成 す る よ う に し て も
よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 さ ら に 、 上 記 実 施 の 形 態 に お い て は 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の ゲ ー ト 、 ソ ー ス 、 ド レ ン の 表 面 に
Ｃ ｏ シ リ サ イ ド を 形 成 す る 場 合 に つ い て 説 明 し て い る が 、 こ れ に 限 る 必 要 は な く 、 表 層 に
酸 化 膜 が 形 成 さ れ て い る シ リ コ ン 化 合 物 に お い て 、 こ の 酸 化 膜 を 除 去 後 金 属 シ リ サ イ ド を
形 成 す る す べ て の 場 合 適 用 し て も よ く 、 例 え ば 、 エ レ ベ ー テ ッ ド ソ ー ス 、 ド レ ン に も 適 用
で き る こ と は 勿 論 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 基 板 処 理 方 法 で Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ を 処 理 す る 場 合 の 第 １ の ス テ ッ
プ を 示 す 断 面 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 基 板 処 理 方 法 で Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ を 処 理 す る 場 合 の 第 ２ の ス テ ッ
プ を 示 す 断 面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 基 板 処 理 方 法 で Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ を 処 理 す る 場 合 の 第 ３ の ス テ ッ
プ を 示 す 断 面 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 基 板 処 理 装 置 を 示 す 平 面 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に お い て 低 温 処 理 を 行 う 低 温 処 理 室 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ６ 】 Ｄ Ｈ Ｆ 洗 浄 を 施 し た 場 合 と Ｎ Ｏ Ｒ 洗 浄 を 施 し た 場 合 に お け る ア ニ ー ル 温 度 と コ バ
ル ト シ リ サ イ ド 抵 抗 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
１ １ 　 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ
１ ５ 　 ソ ー ス
１ ７ 　 ド レ ン
２ １ 　 ゲ ー ト
２ ３ 　 サ イ ド ウ ォ ー ル
４ １ 　 基 板 処 理 装 置
４ ３ 　 搬 送 室
４ ７ 　 低 温 処 理 室
７ １ 　 加 熱 室
８ １ 　 Ｃ ｏ ス パ ッ タ リ ン グ 室
９ １ 　 Ｃ ｏ 膜 （ 金 属 膜 ）
９ ３ 　 Ｔ ｉ Ｎ 膜 （ 酸 化 防 止 膜 ）
９ ５ 　 Ｃ ｏ Ｓ ｉ 層 （ 金 属 シ リ サ イ ド 層 ）
９ ７ 　 Ｃ ｏ Ｓ ｉ ２ 層 （ 金 属 シ リ サ イ ド 層 ）
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